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が1台 であった、それが1960年 で15台 にな り、1980
年で60台 になり生産性は60倍 になっている(2)。これ











































































































































































量生産システムを構築 した。フォー ドの考えは 「仕事の
ところ」に人が往き来 しては、歩く時間のムダが生 じる。
そして、作業者のところに仕事を運ぶという逆の方法を







きて、1個 当た り平均20分 であった。コンベヤを用い
ると1個 あたり'13分10秒 に短縮された。さらにIE
によるカイゼンで5分 になった。1914年 には組立て
ラインもでき、従来、1台 の生産時間が5時 間50分 か





のような流れ作業で10数 年にわたりT型 フォー ドを生
産 した。生産の習熟効果から価格は1910年 の950








た。1927年 にフォー ドはGMに 販売台数を抜かれた。
フォー ドのはじめた流れ生産システムはその後、あらゆ
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示 している。この2つ の重要な事件を歴史学者の誰 も気
づかなかった。歴史を見るのに生産技術面を考慮するこ














































































































































































































(37)(38)。しかし、 日本でも1910年 代にTEの 重要性を
知 り、その研究と実践をしたのが山下興家、伍堂卓雄、











フォー ドの生産システムは生産工程を分割 し、繰 り返し












が トヨタ生産方式である。 トヨタは1940年 からフォ
ー ド、GMに 遅れて自動車の生産を開始した。日本の敗

























レベルでのIEに よる問題解決に対 して、藤本は トヨタ
での問題解決方には2段 階問題解決モデルで処理してい
ることを示している(2)。問題解決に利用 されている手法





















































ていない。 しかし、 ドラッカー博士の指摘 したように、
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